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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末に適用されるネットワークハンドオーバ方法であって、
　データサービスを無効にする操作命令を受信し、データサービスを無効にする前記操作
命令に従って、パケットデータプロトコルコンテキストをディアクティベートし、前記端
末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオーバす
るステップを有し、
　前記第１のネットワークのネットワーク標準は、ユニバーサル移動通信システム（UMTS
）ネットワーク標準又はグローバル移動通信システム（GSM）ネットワーク標準であり、
前記第２のネットワークのネットワーク標準は、ロングタームエボリューション（LTE）
ネットワーク標準であるネットワークハンドオーバ方法。
【請求項２】
　データサービスを無効にする操作命令を受信する前に、
　前記端末を前記第２のネットワークにアタッチするステップを更に有する、請求項１に
記載のハンドオーバ方法。
【請求項３】
　前記端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハンド
オーバするステップは、
　前記端末が前記第２のネットワークからデタッチされるように、デタッチ要求を前記第
２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信するステップと、
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　前記端末が前記第１のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（attach）要求
を前記第１のネットワークのネットワーク側デバイスに送信するステップと
　を有する、請求項１又は２に記載のハンドオーバ方法。
【請求項４】
　受信ユニットと、第１のハンドオーバユニットとを有する端末であって、
　前記受信ユニットは、データサービスを無効にする操作命令を受信するように構成され
、
　前記第１のハンドオーバユニットは、データサービスを無効にする前記操作命令に従っ
て、パケットデータプロトコルコンテキストをディアクティベートし、前記端末により現
在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオーバするように構
成され、
　前記第１のネットワークのネットワーク標準は、ユニバーサル移動通信システム（UMTS
）ネットワーク標準又はグローバル移動通信システム（GSM）ネットワーク標準であり、
前記第２のネットワークのネットワーク標準は、ロングタームエボリューション（LTE）
ネットワーク標準である端末。
【請求項５】
　前記端末を前記第２のネットワークにアタッチするように構成されたアタッチユニット
を更に有する、請求項４に記載の端末。
【請求項６】
　前記第１のハンドオーバユニットにより、前記端末により現在使用されている第２のネ
ットワークを第１のネットワークにハンドオーバする処理は、
　前記端末が前記第２のネットワークからデタッチされるように、デタッチ要求を前記第
２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、
　前記端末が前記第１のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（attach）要求
を前記第１のネットワークのネットワーク側デバイスに送信することである、請求項４又
は５に記載の端末。
【請求項７】
　ネットワークインタフェースと、プロセッサとを有する端末であり、前記ネットワーク
インタフェース及び前記プロセッサは、バスを使用することにより接続される端末であっ
て、
　前記ネットワークインタフェースは、データサービスを無効にする操作命令を受信する
ように構成され、
　前記プロセッサは、データサービスを無効にする前記操作命令に従って、パケットデー
タプロトコルコンテキストをディアクティベートし、前記端末により現在使用されている
第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオーバするように構成され、
　前記第１のネットワークのネットワーク標準は、ユニバーサル移動通信システム（UMTS
）ネットワーク標準又はグローバル移動通信システム（GSM）ネットワーク標準であり、
第２のネットワークのネットワーク標準は、ロングタームエボリューション（LTE）ネッ
トワーク標準である端末。
【請求項８】
　前記ネットワークインタフェースがデータサービスを無効にする前記操作命令を受信す
る前に、前記プロセッサは、前記端末を前記第２のネットワークにアタッチするように更
に構成される、請求項７に記載の端末。
【請求項９】
　前記プロセッサにより、前記端末により現在使用されている第２のネットワークを第１
のネットワークにハンドオーバすることは、
　前記端末が前記第２のネットワークからデタッチされるように、デタッチ要求を前記第
２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、
　前記端末が前記第１のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（attach）要求
を前記第１のネットワークのネットワーク側デバイスに送信することを有する、請求項７
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又は８に記載の端末。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特にネットワークハンドオーバ方法及び端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　回線交換フォールバック（Circuit　Switched　Fall　Back、CSFB）技術は、ロングタ
ームエボリューション（Long　Term　Evolution、LTE）端末が回線交換ドメインを用いて
音声サービスを使用する技術である。１つのユーザ装置（User　Equipment、UE）は、LTE
ネットワークにしばしばキャンプ（camp）し、LTEネットワークにより提供されるデータ
サービスを使用する。音声呼を開始する場合又は音声呼を受信する場合、UEは、音声呼の
ために2G/3G回線交換ドメインネットワークにフォールバックし、次に、音声呼が終了し
た後にLTEネットワークにハンドオーバすることができる。
【０００３】
　CSFB技術に基づくLTEネットワークの音声は、グローバル移動通信システム／ユニバー
サル移動通信システム（Global　System　for　Mobile　Communication/Universal　Mobi
le　Telecommunications　System、GU、すなわち、2G/3G）ネットワークにより実現され
る。従って、高速データサービスのみがLTEネットワークで使用されることができ、LTEネ
ットワーク上のUEの長期間のキャンプは、LTEネットワークリソースのかなりの浪費をも
たらす。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施例は、UEがパケット交換データサービスを実行する必要がある場合、高速
データネットワークへのハンドオーバが実現されるような、ネットワークハンドオーバ方
法及び端末を提供する。このことは、高速データネットワークリソースを節約する。
【０００５】
　第１の態様によれば、本発明の実施例は、端末に適用されるネットワークハンドオーバ
方法を提供し、この方法は、データサービスを無効にする操作命令を受信し、データサー
ビスを無効にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第２のネットワーク
を第１のネットワークにハンドオーバするステップ、又はデータサービスを有効にする操
作命令を受信し、データサービスを有効にする操作命令に従って、端末により現在使用さ
れている第１のネットワークを第２のネットワークにハンドオーバするステップを含み、
第１のネットワークのネットワーク標準は、UMTSネットワーク標準又はGSMネットワーク
標準であり、第２のネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワーク標準である。
【０００６】
　第１の態様に従って、第１の可能な実現方式では、データサービスを無効にする操作命
令を受信する前に、この方法は、端末を第２のネットワークにアタッチするステップを更
に含む。
【０００７】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実現方式に従って、第２の可能な実現方式で
は、端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオ
ーバするステップは、端末が第２のネットワークからデタッチされるように、デタッチ（
Detach）要求を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信するステップと、端
末が第１のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（Attach）要求を第１のネッ
トワークのネットワーク側デバイスに送信するステップとを具体的に含む。
【０００８】
　第１の態様又は第１の態様の第１若しくは第２の可能な実現方式に従って、第３の可能
な実現方式では、端末により現在使用されている第１のネットワークを第２のネットワー
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クにハンドオーバするステップは、ルーティングエリア更新（RAU）要求を第２のネット
ワークのネットワーク側デバイスに送信するステップと、ネットワーク側デバイスがルー
ティングエリア更新要求を受信した後に、端末が再選択を通じて第２のネットワークに戻
ってハンドオーバするように、第２のネットワークのアイドル状態セルを再選択してキャ
ンプするステップとを具体的に含む。
【０００９】
　第２の態様によれば、本発明の実施例は、端末を提供し、端末は、受信ユニットと、第
１のハンドオーバユニット又は第２のハンドオーバユニットとを含み、受信ユニットは、
データサービスを無効にする操作命令を受信するように構成され、第１のハンドオーバユ
ニットは、データサービスを無効にする操作命令に従って、端末により現在使用されてい
る第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオーバするように構成され、或いは
、受信ユニットは、データサービスを有効にする操作命令を受信するように更に構成され
、第２のハンドオーバユニットは、データサービスを有効にする操作命令に従って、端末
により現在使用されている第１のネットワークを第２のネットワークにハンドオーバする
ように構成され、第１のネットワークのネットワーク標準は、UMTSネットワーク標準又は
GSMネットワーク標準であり、第２のネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワー
ク標準である。
【００１０】
　第１の可能な実現方式では、端末は、端末を第２のネットワークにアタッチするように
構成されたアタッチユニットを更に含む。
【００１１】
　第２の態様又は第２の態様の第１の可能な実現方式に従って、第２の可能な実現方式で
は、第１のハンドオーバユニットにより、端末により現在使用されている第２のネットワ
ークを第１のネットワークにハンドオーバする処理は、具体的に、端末が第２のネットワ
ークからデタッチされるように、デタッチ（Detach）要求を第２のネットワークのネット
ワーク側デバイスに送信し、端末が第１のネットワークにアタッチされるように、アタッ
チ（Attach）要求を第１のネットワークのネットワーク側デバイスに送信することである
。
【００１２】
　第２の態様又は第２の態様の第１若しくは第２の可能な実現方式に従って、第３の可能
な実現方式では、第２のハンドオーバユニットにより、端末により現在使用されている第
１のネットワークを第２のネットワークにハンドオーバする処理は、具体的に、ルーティ
ングエリア更新（RAU）要求を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、
ネットワーク側デバイスがルーティングエリア更新要求を受信した後に、端末が再選択を
通じて第２のネットワークに戻ってハンドオーバするように、第２のネットワークのアイ
ドル状態セルを再選択してキャンプすることである。
【００１３】
　第３の態様によれば、本発明の実施例は、端末を更に提供し、端末は、ネットワークイ
ンタフェースと、プロセッサとを含み、ネットワークインタフェース及びプロセッサは、
バスを使用することにより接続され、ネットワークインタフェースは、データサービスを
無効にする操作命令を受信するように構成され、プロセッサは、データサービスを無効に
する操作命令に従って、端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネッ
トワークにハンドオーバするように構成され、或いは、ネットワークインタフェースは、
データサービスを有効にする操作命令を受信するように更に構成され、プロセッサは、デ
ータサービスを有効にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第１のネッ
トワークを第２のネットワークにハンドオーバするように構成され、第１のネットワーク
のネットワーク標準は、UMTSネットワーク標準又はGSMネットワーク標準であり、第２の
ネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワーク標準である。
【００１４】
　第１の可能な実現方式では、ネットワークインタフェースがデータサービスを無効にす
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る操作命令を受信する前に、プロセッサは、端末を第２のネットワークにアタッチするよ
うに更に構成される。
【００１５】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実現方式に従って、第２の可能な実現方式で
は、プロセッサにより、端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネッ
トワークにハンドオーバすることは、端末が第２のネットワークからデタッチされるよう
に、デタッチ（Detach）要求を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、
端末が第１のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（Attach）要求を第１のネ
ットワークのネットワーク側デバイスに送信することを具体的に含む。
【００１６】
　第３の態様又は第３の態様の第１若しくは第２の可能な実現方式に従って、第３の可能
な実現方式では、プロセッサにより、端末により現在使用されている第１のネットワーク
を第２のネットワークにハンドオーバすることは、ルーティングエリア更新（RAU）要求
を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、ネットワーク側デバイスがル
ーティングエリア更新要求を受信した後に、端末が再選択を通じて第２のネットワークに
戻ってハンドオーバするように、第２のネットワークのアイドル状態セルを再選択してキ
ャンプすることを具体的に含む。
【００１７】
　本発明の実施例により提供されるネットワークハンドオーバ方法及び端末では、端末は
、データサービスを無効にする操作命令を受信し、データサービスを無効にする操作命令
に従って、端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハ
ンドオーバし、或いは、データサービスを有効にする操作命令を受信し、データサービス
を有効にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第１のネットワークを第
２のネットワークにハンドオーバし、第１のネットワークのネットワーク標準は、UMTSネ
ットワーク標準又はGSMネットワーク標準であり、第２のネットワークのネットワーク標
準は、LTEネットワーク標準である。従って、本発明では、UEがデータサービスを無効に
し、高速データネットワークを使用しない場合、第１のネットワークへの自動ハンドオー
バが実行され、端末は、第１のネットワークにより提供されるサービスを使用してもよい
。UEがパケット交換データサービスを実行する必要がある場合、端末が第１のネットワー
クと第２のネットワークとの間でハンドオーバするように、第２のネットワークへのネッ
トワーク標準のハンドオーバが実行され、これにより、高速データネットワークのネット
ワークリソースを低減する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施例によるネットワークハンドオーバ方法のフローチャート
【図２】本発明の実施例による端末の概略図
【図３】本発明の実施例による他の端末の概略図
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の技術的対策について、以下のように添付図面及び実施例を参照して詳細に更に
説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の実施例によるネットワークハンドオーバ方法のフローチャートである
。この実施例は、端末により実行される。この実施例は、第２のネットワークに現在キャ
ンプしている端末がユーザからデータサービスを無効にする操作命令を受信した後に、端
末が端末により現在使用されているネットワークを第１のネットワークにハンドオーバす
る処理を詳細に説明し、端末がデータサービスを有効にする操作命令を受信した後に、端
末が第２のネットワークに再ハンドオーバする処理を説明する。図１に示すように、この
実施例は以下のステップを含む。
【００２１】
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　ステップ101：データサービスを無効にする操作命令を受信し、データサービスを無効
にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネ
ットワークにハンドオーバする。
【００２２】
　本発明のこの実施例では、端末がLTEによりカバされるエリア内で電源オンされた後に
、端末は、ネットワーク選択を実行し、LTEネットワークにキャンプする。
【００２３】
　ユーザがパケット交換（Packet　Switch、PS）サービスを実行する必要がない場合、端
末のデータサービスは、タッチ操作又はクリック操作を用いて無効にされてもよい。ユー
ザからデータサービスを無効にする操作命令が受信されたと決定した場合、端末は、まず
、LTE無線リソースを解放するために、パケットデータプロトコル（Packet　Data　Proto
col、PDP）コンテキストをディアクティベートする操作を実行する。LTE無線リソースを
解放した後に、端末は、元々使用されている第２のネットワーク（LTEネットワーク標準
のネットワーク等）を第１のネットワーク（2G/3Gネットワーク標準のネットワーク等）
にハンドオーバする。
【００２４】
　第１のネットワークのネットワーク標準は、GSMネットワーク標準又はUMTSネットワー
ク標準であり、第２のネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワーク標準である
。
【００２５】
　具体的に、端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークに
ハンドオーバすることは、端末が第２のネットワークからデタッチされるように、デタッ
チ（Detach）要求を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、端末が第１
のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（Attach）要求を第１のネットワーク
のネットワーク側デバイスに送信することを具体的に含む。
【００２６】
　端末とLTEネットワーク側との間のデタッチ（Detach）操作を実行する処理と、端末と2
G/3Gネットワーク側との間でアタッチ（Attach）操作を実行する処理との双方は、従来技
術に属する。本発明のこの実施例は、これらの処理を具体的に限定するものでなく、詳細
はここでは説明しない。
【００２７】
　ユーザが高速データサービスを必要としない場合、データサービスは、ステップ101の
操作を用いて無効にされてもよく、2G/3Gネットワークへの自動ハンドオーバが実行され
る。このように、端末は、2G/3Gネットワークにより提供される回線交換（Circuit　Swit
ched、CS）サービスを使用してもよい。端末がこの期間の間に音声呼を受信した場合、端
末は、2G/3Gネットワークのものと同じ呼接続体験を享受してもよい。一般的に、スマー
ト端末のユーザは、ユーザがデータサービスを使用しない場合にデータサービスを無効に
する。従って、この操作は、呼接続体験を有効に改善することができる。
【００２８】
　ステップ102：データサービスを有効にする操作命令を受信し、データサービスを有効
にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第１のネットワークを第２のネ
ットワークにハンドオーバする。
【００２９】
　ユーザがPSサービスを実行する必要がある場合、端末のデータサービスは、タッチ操作
又はクリック操作を用いて有効にされてもよい。ユーザからデータサービスを有効にする
操作命令を受信した場合、端末は、元々使用されている第１のネットワーク（2G/3Gネッ
トワーク標準のネットワーク等）から第２のネットワーク（LTEネットワーク標準のネッ
トワーク等）にハンドオーバする。
【００３０】
　端末により現在使用されているネットワークを第２のネットワークにハンドオーバする
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ことは、RAU要求を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、ネットワー
ク側デバイスがルーティングエリア更新要求を受信した後に、端末が再選択を通じて第２
のネットワークに戻ってハンドオーバするように、第２のネットワークのアイドル状態セ
ルを再選択してキャンプすることを具体的に含む。
【００３１】
　端末は、端末自体によりサポートされるネットワーク標準を第２のネットワークに設定
するため、このことは、端末が既にLTE機能を有することを示しており、PDPコンテキスト
をアクティベートした後に、端末は、端末がLTEネットワークをサポートすることを示す
情報をネットワーク側に通知するために、ルーティングエリア更新（RAU）要求を送信し
、ネットワーク側がルーティングエリア更新要求を受信した後に、端末は、アイドル状態
セルを再選択し、LTEネットワークに戻ってハンドオーバする点に留意すべきである。ル
ーティングエリア更新及びアイドル状態セルの再選択の双方は、従来技術に属する。本発
明のこの実施例は、これらの処理を具体的に限定するものでなく、詳細はここでは説明し
ない。
【００３２】
　端末が現在LTEネットワークのカバレッジ内に位置しない場合、端末は、選択を通じてL
TEネットワークにキャンプすることはできず、すなわち、端末は、第２のネットワークに
ハンドオーバすることはできず、この時点で、端末は、依然としてUMTSネットワーク又は
GSMネットワークにキャンプしてもよい。しかし、端末がLTEネットワークのカバレッジに
移動した場合、端末は、再選択を通じてLTEネットワークにハンドオーバする。
【００３３】
　本発明のこの実施例では、端末は、データサービスを無効にする操作命令を受信し、デ
ータサービスを無効にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第２のネッ
トワークを第１のネットワークにハンドオーバし、或いは、データサービスを有効にする
操作命令を受信し、データサービスを有効にする操作命令に従って、端末により現在使用
されている第１のネットワークを第２のネットワークにハンドオーバし、第１のネットワ
ークのネットワーク標準は、UMTSネットワーク標準又はGSMネットワーク標準であり、第
２のネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワーク標準である。従って、本発明
では、UEがデータサービスを無効にし、高速データネットワークを使用しない場合、第１
のネットワークへの自動ハンドオーバが実行され、端末は、第１のネットワークにより提
供されるサービスを使用してもよい。UEがパケット交換データサービスを実行する必要が
ある場合、端末が第１のネットワークと第２のネットワークとの間でハンドオーバするよ
うに、第２のネットワークへのネットワーク標準のハンドオーバが実行され、これにより
、高速データネットワークのネットワークリソースを低減する。
【００３４】
　対応して、本発明は、端末を更に提供する。図２は、本発明の実施例による端末の概略
図である。図２に示すように、この実施例により提供される端末は、受信ユニット201と
、第１のハンドオーバユニット202又は第２のハンドオーバユニット203とを含む。
【００３５】
　受信ユニット201は、データサービスを無効にする操作命令を受信するように構成され
る。
【００３６】
　第１のハンドオーバユニット202は、データサービスを無効にする操作命令に従って、
端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオーバ
するように構成される。
【００３７】
　第１のハンドオーバユニット202により、端末により現在使用されている第２のネット
ワークを第１のネットワークにハンドオーバする処理は、具体的に、端末が第２のネット
ワークからデタッチされるように、デタッチ（Detach）要求を第２のネットワークのネッ
トワーク側デバイスに送信し、端末が第１のネットワークにアタッチされるように、アタ
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ッチ（Attach）要求を第１のネットワークのネットワーク側デバイスに送信することであ
る。
【００３８】
　第２のネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワーク標準であり、第１のネッ
トワークのネットワーク標準は、GSMネットワーク標準又はUMTSネットワーク標準である
。
【００３９】
　本発明のこの実施例により提供される端末は、アタッチユニット204を更に含み、アタ
ッチユニットは、端末を第２のネットワークにアタッチするように構成される。アタッチ
ユニット204は、移動端末がLTEによりカバされるエリア内で電源オンされた後に、移動端
末が、ネットワーク選択を実行し、LTEネットワークにキャンプすることを確保すること
ができる。
【００４０】
　ユーザからデータサービスを無効にする操作命令が受信された場合、端末は、まず、LT
E無線リソースを解放するために、PDPコンテキストをディアクティベートする操作を実行
する。LTE無線リソースを解放した後に、端末は、元々使用されている第２のネットワー
ク（LTEネットワーク標準のネットワーク等）を第１のネットワーク（2G/3Gネットワーク
標準のネットワーク等）にハンドオーバする。
【００４１】
　ユーザが高速データサービスを必要としない場合、第１のハンドオーバユニット201は
、データサービスを無効にし、2G/3Gネットワークに自動的にハンドオーバしてもよい。
このように、端末は、2G/3Gネットワークにより提供されるCSサービスを使用してもよい
。端末がこの期間の間に音声呼を受信した場合、端末は、2G/3Gネットワークのものと同
じ呼接続体験を享受してもよい。一般的に、スマート端末のユーザは、ユーザがデータサ
ービスを使用しない場合にデータサービスを無効にする。従って、この操作は、呼接続体
験を有効に改善することができる。
【００４２】
　受信ユニット201は、データサービスを有効にする操作命令を受信するように更に構成
される。
【００４３】
　第２のハンドオーバユニット203は、データサービスを有効にする操作命令に従って、
端末により現在使用されている第１のネットワークを第２のネットワークにハンドオーバ
するように構成される。
【００４４】
　第２のハンドオーバユニット203により、端末により現在使用されている第１のネット
ワークを第２のネットワークにハンドオーバする処理は、具体的に、RAU要求を第２のネ
ットワークのネットワーク側デバイスに送信し、ネットワーク側デバイスがルーティング
エリア更新要求を受信した後に、端末が再選択を通じて第２のネットワークに戻ってハン
ドオーバするように、第２のネットワークのアイドル状態セルを再選択してキャンプする
ことである。
【００４５】
　ユーザがPSサービスを実行する必要がある場合、端末のデータサービスは、タッチ操作
又はクリック操作を用いて有効にされてもよい。ユーザからデータサービスを有効にする
操作命令を受信した場合、端末は、元々使用されている第１のネットワーク（2G/3Gネッ
トワーク標準のネットワーク等）から第２のネットワーク（LTEネットワーク標準のネッ
トワーク等）にハンドオーバする。
【００４６】
　端末は、端末自体によりサポートされるネットワーク標準を第２のネットワークに設定
するため、このことは、端末が既にLTE機能を有することを示しており、PDPコンテキスト
をアクティベートした後に、端末は、端末がLTEネットワークをサポートすることを示す
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情報をネットワーク側に通知するために、ルーティングエリア更新（RAU）要求を送信し
、ネットワーク側がルーティングエリア更新要求を受信した後に、端末は、アイドル状態
セルを再選択し、LTEネットワークに戻ってハンドオーバする点に留意すべきである。ル
ーティングエリア更新及びアイドル状態セルの再選択の双方は、従来技術に属する。本発
明のこの実施例は、これらの処理を具体的に限定するものでなく、詳細はここでは説明し
ない。
【００４７】
　端末が現在LTEネットワークのカバレッジ内に位置しない場合、端末は、選択を通じてL
TEネットワークにキャンプすることはできず、すなわち、端末は、第２のネットワークに
ハンドオーバすることはできず、この時点で、端末は、依然としてUMTSネットワーク又は
GSMネットワークにキャンプしてもよい。しかし、端末がLTEネットワークのカバレッジに
移動した場合、端末は、再選択を通じてLTEネットワークにハンドオーバする。
【００４８】
　本発明のこの実施例では、端末は、データサービスを無効にする操作命令を受信し、デ
ータサービスを無効にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第２のネッ
トワークを第１のネットワークにハンドオーバし、或いは、データサービスを有効にする
操作命令を受信し、データサービスを有効にする操作命令に従って、端末により現在使用
されている第１のネットワークを第２のネットワークにハンドオーバし、第１のネットワ
ークのネットワーク標準は、UMTSネットワーク標準又はGSMネットワーク標準であり、第
２のネットワークのネットワーク標準は、LTEネットワーク標準である。従って、本発明
では、UEがデータサービスを無効にし、高速データネットワークを使用しない場合、第１
のネットワークへの自動ハンドオーバが実行され、端末は、第１のネットワークにより提
供されるサービスを使用してもよい。UEがパケット交換データサービスを実行する必要が
ある場合、端末が第１のネットワークと第２のネットワークとの間でハンドオーバするよ
うに、第２のネットワークへのネットワーク標準のハンドオーバが実行され、これにより
、高速データネットワークのネットワークリソースを低減する。
【００４９】
　対応して、本発明の実施例は、端末を更に提供する。図３は、本発明のこの実施例によ
る他の端末の概略図である。図３に示すように、この実施例により提供される端末は、ネ
ットワークインタフェース301と、プロセッサ302とを含み、ネットワークインタフェース
301及びプロセッサ302は、バス303を使用することにより接続される。端末は、プログラ
ムコードを記憶し、プログラムコードをプロセッサに送出するように構成されたメモリ30
4を更に含む。メモリは、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、ハードディスク等を含んでも
よく、メモリはまた、前述の種類のメモリの組み合わせを含んでもよい。メモリ304は、
バス303を使用することにより、プロセッサ及びネットワークインタフェースに接続され
る。ネットワークインタフェース301は、データサービスを無効にする操作命令を受信す
るように構成され、プロセッサ302は、データサービスを無効にする操作命令に従って、
端末により現在使用されている第２のネットワークを第１のネットワークにハンドオーバ
するように構成され、或いは、ネットワークインタフェース301は、データサービスを有
効にする操作命令を受信するように更に構成され、プロセッサ302は、データサービスを
有効にする操作命令に従って、端末により現在使用されている第１のネットワークを第２
のネットワークにハンドオーバするように構成される。第１のネットワークのネットワー
ク標準は、UMTSネットワーク標準又はGSMネットワーク標準であり、第２のネットワーク
のネットワーク標準は、LTEネットワーク標準である。
【００５０】
　更に、ネットワークインタフェース301がデータサービスを無効にする操作命令を受信
する前に、プロセッサ302は、端末を第２のネットワークにアタッチするように更に構成
される。
【００５１】
　更に、プロセッサ302により、端末により現在使用されている第２のネットワークを第
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れるように、デタッチ（Detach）要求を第２のネットワークのネットワーク側デバイスに
送信し、端末が第１のネットワークにアタッチされるように、アタッチ（Attach）要求を
第１のネットワークのネットワーク側デバイスに送信することを具体的に含む。
【００５２】
　更に、プロセッサ302により、端末により現在使用されている第１のネットワークを第
２のネットワークにハンドオーバすることは、ルーティングエリア更新（RAU）要求を第
２のネットワークのネットワーク側デバイスに送信し、ネットワーク側デバイスがルーテ
ィングエリア更新要求を受信した後に、端末が再選択を通じて第２のネットワークに戻っ
てハンドオーバするように、第２のネットワークのアイドル状態セルを再選択してキャン
プすることを具体的に含む。
【００５３】
　従って、本発明では、UEがデータサービスを無効にし、高速データネットワークを使用
しない場合、第１のネットワークへの自動ハンドオーバが実行され、端末は、第１のネッ
トワークにより提供されるサービスを使用してもよい。UEがパケット交換データサービス
を実行する必要がある場合、端末が第１のネットワークと第２のネットワークとの間でハ
ンドオーバするように、第２のネットワークへのネットワーク標準のハンドオーバが実行
され、これにより、高速データネットワークのネットワークリソースを低減する。
【００５４】
　当業者は、この明細書に開示された実施例に記載の例と組み合わせて、ユニット及びア
ルゴリズムのステップが電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、又はこれらの組
み合わせにより実現されてもよいことを更に認識し得る。ハードウェアとソフトウェアと
の間の互換性を明確に説明するために、前述では、機能に従って各例の構成及びステップ
を一般的に説明した。機能がハードウェアにより実行されるかソフトウェアにより実行さ
れるかは、技術的対策の特定の用途及び設計上の制約条件に依存する。当業者は、特定の
用途毎に記載の機能を実現するために異なる方法を使用してもよいが、この実現は、本発
明の範囲を超えるものとして考えられるべきではない。
【００５５】
　この明細書に開示された実施例に記載の方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウ
ェア、プロセッサにより実行されるソフトウェアモジュール、又はこれらの組み合わせに
より実現されてもよい。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ（RAM）、
メモリ、読み取り専用メモリ（ROM）、電気的プログラム可能ROM、電気的消去可能プログ
ラム可能ROM、レジスタ、ハードディスク、取り外し可能ディスク、CD-ROM、又は当該技
術分野において既知の他の形式の記憶媒体に存在してもよい。
【００５６】
　前述の具体的な実現方式では、本発明の目的、技術的対策及び利点が詳細に更に説明さ
れる。前述の説明は、本発明の単に具体的な実現方式に過ぎず、本発明の保護範囲を限定
することを意図するものではないことが認識されるべきである。本発明の要旨及び原理か
ら逸脱することなく行われる如何なる変更、等価置換、又は改善も、本発明の保護範囲内
に入るべきである。
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